
NTT関係技術士の会のご案内

NTT関係技術士の会は、NTTグループ等の技術士と技術士を目指す方々を支援します。

APECエンジニア： APEC域内14エコノミーで通用する技術者資格
IPEA国際エンジニア： 国際エンジニア協定(IPEA: International Professional Engineer 

Agreement)に加盟しているエコノミーで通用する技術者資格

【会の目的】
• NTT関係技術士の会会員の相互研鑽、情報交換の促進、親睦
• NTTグループ会社およびそれに準ずる会社の発展への寄与
• 情報通信をはじめとする科学技術の発展と人材の育成
【主な活動】
① 総会 懇親会で技術士第二次試験の合格者祝賀会も実施
② 見学会 情報通信関係の研究機関等の見学会
③ 講演会 テーマの例：技術者倫理、将来のネットワーク
④ 発表会 技術士試験合格者による技術的体験の発表会
⑤ 海外調査 海外ICT産業の動向の調査
⑥ 勉強会 テーマの例：技術者倫理
⑦ 相互学習 メーリングリストを用いた第二次試験受験者の支援
【運営費】
• 法人会員の会費(1口5万円） ※個人会員の会費は無料

年度
期

活動

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

第9期 第10期 第11期 第12期

②見学会

NTT武蔵野
（振動試験
システム*1）

武蔵野ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

大手町プレイス
のバックヤード

なし電子航法研究所
(洋上管制ｼﾐｭﾚｰﾀ)

セコム IS研

③講演会
セキュリティ、

AI、IoT
(大久保 一彦)

[10周年記念行事]
AI実用化〜倫理・

法令
WebRTCで

イノベーション
（仲 裕介）

グローバルICT
講演会

（ドイツ、英国、
タイ在住者）
＠Web会議

NW系R&D
（辻 ゆかり）

④発表会 2回、6件 2回、4件 1回、3件 2回、6件

⑤海外調査 タイ カンボジア ネパール なし

表1 具体的な活動内容

技術士とは...

• 技術士は、国によって科学技術に関する高度な知識と応用能力が
認められた技術者で、科学技術の応用面に携わる技術者にとって
最も権威ある国家資格です。技術士は、公益確保と資質向上が責
務になっています。

• また、技術士は、一定の要件を満たせば、APECエンジニアおよび
IPEA国際エンジニアの称号が与えられます。

技術士のメリット

【企業のメリット】
① 建設業法の専任技術者や監理技術者として活動できます。
② 同法が規定している“経営事項審査”の技術力で評価されます。

【個人のメリット】
① 高度な知識と応用能力を国により認められるため、

自信・誇りを持って業務ができ、顧客の信頼が得られます。
② 将来、独立開業が可能になります。

（敬称略）

*1: 振動試験システムはNTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞの施設です。



ＮＴＴ関係技術士の会
IPEN (Institution of Professional Engineers, NTT)

NTT関係技術士の会 連絡先・申込先
E-mail : office@nttpe.org URL : https://www.nttpe.org
〒180-8585 東京都武蔵野市緑町3-9-11

日比谷同友会通研支部内 NTT関係技術士の会 事務局

2021年8月

表2 現職勤務先別の個人会員数*1 表3 技術部門別の技術士登録数*1

*1 2021年3月31日現在。太字は枠内の親会社、主要株主。
一部の会社名はNTT等を省略、また、旧社名あり。

NTTグループ会社/通建会社等 人数
NTTファシリティーズ(34)、インフラネット(15)、エン
ジニアリング(2)、中央(2)、FMアシスト(1)、九州(1)、

北海道(1)、アーバンソリューションズ(1) 、ジー
ピー・エコ(1)、日本メックス(1)

59

NTTアドバンステクノロジ(43) 、クリエイティブ(2)、
システムズ(2)

47

NTT西日本(14)、フィールドテクノ(10)、ビジネスソ
リューションズ(6)、ネオメイト(4)、スマートコネクト

(3)、東海(1)、ソルマーレ(1) 、アプリエ(1)、ジャパ
ン・インフラ・ウェイマーク(1)

41

NTTデータ(12)、先端技術(4)、カスタマーサービス
(4)、CCS(3)、アイ(2)、SMS(1)、ウェーブ(1)、ソフィ

ア(1)

28

NTT東日本(10)、南関東(6)、エムイー(5)、関信越
(1)、北海道(1)、ソリューションズ(1)、レンタル・エン

ジニアリング(1) 、ブロードバンドプラットフォーム
(1)

26

NTTコミュニケーションズ(18)、ビズリンク(4)、コム
エンジニアリング(2)、コムソリューションズ(1)

25

NTTドコモ(15)、テクノロジ(2)、エンジニアリング(1)、
CS(1)、CS関西(1)、CS中国(1)、システムズ(1)、

データコム(1)

23

NTT（持株会社） 21
NTTコムウェア 9
NTTテクノクロス 6
上記以外NTTグループ在職者
NTT国際通信(2)、情報通信総合研究所(2)、ラー
ニングシステムズ(1)、NTTアノードエナジー(1)

6

上記以外の法人会員の会員
協和エクシオ（グループ）(30)、日本コムシス（グ

ループ）(8)、ミライト（グループ）(6)、通信土木コン
サルタント(5)、ナカヨ(3)、ITEA(2)、 JTEC(1)

55

技術士事務所 29
大学 12
上記以外 54

合計 441

技術部門 人数

電気電子 157

情報工学 103

建設 62

総合技術監理 53

衛生工学 12

経営工学 5

機械 3

上下水道 2

金属 1

応用理学 1

森林 1

技術部門数 人数

1部門 268

2部門 49

3部門 10

4部門 1

合計 328

法人会員（12社・団体）*1

• NTTアドバンステクノロジ

• NTTコムウェア
• NTTデータ

• NTTデータCCS

• NTTテクノクロス
• 協和エクシオ
• 通信土木コンサルタント

• ナカヨ
• 日本コムシス

• ミライト
• 海外通信・放送コンサルティング

協力(JTEC)

• 情報通信エンジニアリング協会
(ITEA)

2019年5月22日撮影


